
苅

橋

南

部
の

民

俗

ー
上
川
淵
・

下
川
淵
・

旧
木
瀬
地
区
ー





春日神社太々御神楽（上佐鳥）

小島田の供養碑（小島田）



円満寺薬師如来坐像（後閑） 前橋藩刑場跡供養塔ならぴに道しるペ

（天川大島）

円満寺阿弥陀三尊坐像（後閑）



l.“芦

（田載，Ir)必｝刹咲呉3唸5医

-．J.，

 

（田名）誌縣絲｝画揺Ill3老苓医



（田冬）蜘佃拙盃嶽魃（田ヨ）畑袖ぃe出ヨ

（詑巡}.11益要用濫）要g益I(T益要瞭姦）脚要ヨ

遍T
f ＇

 

．

 



感
謝
申
し
あ
げ
て、

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す。

で
す。

録
で
き
た
と
思
い
ま
す。

昭
和
六
十
年
か
ら
始
ま
っ
た
民
俗
文
化
財
調
査
も、

い
よ
い
よ
最
終
年
度
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す。

芳
賀
地
区
か
ら、

順
に
行
い
、

平
成
五
年
度
の
本

庁
管
内
の
調
査
で
最
終
と
な
り
ま
す。

順
次
刊
行
し
て
き
た
報
告
書
も、

こ
の
第
三
集
の
刊
行
と
な
り
ま
し
た。

こ
の
第
三
集
は、

平
成
二
年
度、

三
年
度
に
調
査
を
行
っ
た
上
川
淵、

下
川
淵、

旧
木
瀬
地
区
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
す。

こ
の
地
区
は、

前
橋
市
内
の
東
部
か
ら
南
部
に
位
置
し、

豊
か
な
農
耕
地
域
で
あ
り
ま
す。

ま
た、

旧
利
根
川
の
流
路
に
も
あ
た
り、

れ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た。

そ
の
伝
承
も
注
目
さ

こ
れ
ま
で、

十
分
な
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
地
区
で
あ
り
ま
し
た
が、

古
い
伝
統
と
生
活
習
俗
を
感
じ
さ
せ
る
貴
重
な
お
話
を
き
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た。

た
ま
た
ま、

旧
木
瀬
村
誌
の
編
さ
ん
事
業
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら、

詳
し
い
内
容
は、

本
文
中
を
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
お
判
り
い
た
だ
け
ま
す
が、

伝
承
者
で
あ
る
お
年
よ
り
の
知
恵
の
集
ま
り
と
で
も
い
え
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す。

こ
う
い
っ
た
知
識
は、

家
庭
の
中
で
の
労
働
や
生
活
の
中
で、

自
然
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
す
が、

近
年
そ
の
伝
達
力
が
落
ち
て
い
る
よ
う

教
育
委
員
会
と
し
て
も、

貴
重
な
生
活
経
験、

知
識
の
継
承
に
で
き
る
だ
け
の
援
助
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り、

こ
の
調
査
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た。

こ
の
報
告
書
を
お
読
み
の
う
え、

平
成
五
年
三
月
二
十
日 序

そ
の
事
業
と
協
力
し
な
が
ら
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
で、

よ
り
深
い
調
査
内
容
を
記

よ
り
豊
か
で
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
づ
く
り
の
た
め
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す。

ま
た、

民
俗
学
研
究
の
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま
す。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が、

本
調
査
事
業
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
地
元
関
係
者
の
皆
様、

調
査
に
あ
た
ら
れ
た
調
査
員
の
皆
様
に

教
育
長

岡[

本

前

橋

市

教

育

委

員

会

信

正





経

前
橋
市
文
化
財
調
査
委
員

日
本
民
俗
学
会
会
員

平
成
二
年
度

上
川
淵
・

下
川
淵
地
区

民
俗
調
査
（
民
俗
文
化
財
総
合
調
査
事
業）

一
、

目

的

民
俗
と
は、
一

般
に
は
民
間
伝
承
と
呼
ば
れ、

衣
食
住
を
始
め
と
し
て、

人
々

が
先
祖
よ
り
受
け
継
い
で
き
た
日
常
生
活
の
上
で、

繰
り
返
し
行
わ
れ
る
生
活
事

実
の
す
べ
て
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る。

こ
う
い
っ
た
伝
承
や
残
さ
れ
た
民
俗
文

化
財
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、
一

般
庶
民
の
伝
統
的
生
活
様
式、

社
会
形
態

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る。

そ
れ
は、

民
俗
が、

日
本
人
で
あ
る
な
ら
ば、

誰
で
も
が
無
意
識
の
う
ち
に
繰

り
返
し
表
出
す
る
類
型
的
行
為
の
総
体
を
意
味
し、

い
わ
ば、

日
本
人
を
日
本
人

た
ら
し
め
て
い
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る。

そ
こ
で、

社
会
の
急
激
な
変
化
に
よ
り、

滅
び
去
ろ
う
と
し
て
い
る
民
俗
を、

総
合
的
に
調
査
し、

資
料
収
集
を
行
う
こ
と
で、

記
録
保
存
を
図
り、

地
域
を
み

つ
め
る
心
を
取
り
戻
さ
せ
る
契
機
と
す
る。

ま
た、

資
料
整
備
に
よ
り、

来
た
る
べ
き
博
物
館
建
設
に
資
す
る。

二、

調
査
組
織
〔
前
橋
市
民
俗
文
化
財
調
査
委
員
会〕

委

員

長

近

藤

義

雄

副
委
員
長

井

田

安

雄

顧

問

阿
久
津
宗
二

前
橋
市
文
化
財
調
査
委
員

過

梅

沢

重

昭

近

藤

義

雄

松

島

栄

治

丸

山

知

良

調

査

員

桑

原

稔

今

井

英

雄

井

野

誠
一

岡

野

健

恵

村

真

也

新

保
一

美

浜

田

博
一

池

田

修

菊

池

誠
一

小

暮

正

剛

横

田

雅

博

田

口

智

彦

佐

藤

健

綿

貫

綾

子

地
元
協
力
員

各
町
自
治
会
長

協
力
員
〔
各
町
一

名〕

事

務

局

福

田

紀

雄

遠

藤

和

夫

高

橋

賢

靖

文
化
財
保
護
課
長

埋
蔵
文
化
財
係
長

文
化
財
保
護
係
長

名
簿

別
添

同
上

前
橋
市
文
化
財
調
査
委
員

前
橋
市
文
化
財
調
査
委
員

前
橋
市
文
化
財
調
査
委
員

前
橋
市
文
化
財
調
査
委
員

豊
田
工
業
高
等
専
門
学
校

県
史
編
さ
ん
室

前
橋
市
文
化
財
保
護
課

群
大
附
属
小
学
校

群
大
附
属
小
学
校

前
橋
市
文
化
財
保
護
課

前
橋
市
立
箱
田
中
学
校

前
橋
工
業
高
等
学
校

吉
井
高
等
学
校

伊
勢
崎
市
立
第
二
中
学
校

高
崎
市
立
長
野
郷
中
学
校

板
倉
高
等
学
校

太
田
市
立
強
戸
中
学
校

民
俗
文
化
財
調
査
員



八
月

七
日（
火）

八
月

九
日（
木）

八
月一
0
日（
金）

駒

倉秀
一

文
化
財
保
護
係
主
任

井
野
修
二

文
化
財
保
護
係
主
任

◎
夏
季

集中
調
査
日
程

八
月

二
日（
木）

楷
島
町

上

朝倉町

下

朝倉町

後
閑
町

広
瀬
町一

丁
目

広
瀬
町一
・

ニ
丁

目
南
部宮地町西善町

西善

西善町

矢田

中
内町

公
田
町横手町

亀
里
町

竜門

亀
里
町

矢島

鶴光路
町

下

阿内町
力丸町徳丸町房丸町朝倉町一

＼
四
丁
目

亀
里
町

寺家

亀
里
町

阿内

宿

八
月

八
月

八
月

三
日（
金）

四
日（
土）

五
日（
日）

橙
島公民館

上

朝倉
公民館

下

朝倉
公民館

後
閑
町公民館

一
丁
目

集
会室

広
瀬
町南

部
自
治会館

宮地町公民館西善町公民館
矢田

公民館
中
内町公民館

公

田町公民館横手町公民館

竜門
集
落センター

矢 島公民館鶴光路公民館下阿内町公民館
力丸町会議所徳丸町公民館房丸町公民館朝倉町

集
会室

寺家公民館阿内

宿

公民館

広 後 朝 朝 朝 朝 下 上 棚 上
瀬 倉 倉 倉 倉
町 町 町 町 町 朝 朝 佐

閑
四

島
倉 倉 鳥

丁 丁 丁 丁 丁
目 町 目 目 目 目 町 町 町 町
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民

俗
文
化
財
調
査

上
川
淵
地
区

八
月―
一
日（
土）

1
0
月一
三
日（
土）

1
0
月一
三
日（
土）

協

力
員一
覧

新
堀

町

山
王
町

上
佐
鳥
町

新
堀
町公民館

禅
養

寺
西光
寺



山 山 山 東 中 西 西 西 宮 下 広 丁広 広
王 王

善 善 善 瀬 瀬 瀬
町 町 佐 町 目町 町王 善 内 町 町 町 地

鳥 南
―

丁 丁 矢 両 西 丁 丁
目 目 町 町 町 田 家 善 町 町 目 部二 目
赤 小 関 瀬 新 清 内 飯 飯 亀 関 山 須 勝 細 手 金 笠 鈴 萩

野司 見 根 戸 井 水 田 島 島 井 根 田 田 山 野 島 谷 原 木 谷
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八文山ヽ 治 司 弘 平 雄 司 雄 疋r 次 治 幸 平 雄 重 悌 夫 蔵 季 七
山 山 山 東 東 中 中 西 西 西 西 西

昌
宮

旦
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下
川
淵
地
区



八
月

八
月

八
月

八
月

八
月

下

六
日
（
火）

二
日
（
金）

三
日
（
土）

四
日
（
日）

五
日
（
月）

平
成
三
年
度

旧
木
瀬
地
区

◎
夏
季
集
中
調
査
日
程

七
月
三
一

日
（
水）

東
上
野
町

八
月

一

日
（
木）

天
川
大
島
町
本
町

天
川
大
島
町
原
町

天
川
大
島
町
住
宅

野
中
町

上
大
島
町

上
長
磯
町

下
長
磯
町

女
屋
町

小
島
田
町

駒
形
町

下
長
磯
町

上
増
田
町

下
大
島
町

小
屋
原
町

小
屋
原
町

下
増
田
町

筑
井
町
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町
一
田

口

春

夫

房

丸

町

新

井

初
太
郎

清

水

哲

夫

下
川
町――
七ー

房
丸
町一
翌

個
人
宅

個
人
宅

天
川
大
島
原
町
自
治
会
館

天
川
大
島
住
宅
自
治
会
館

野
中
町
公
民
館

上
大
島
町
公
民
館

上
長
磯
町
公
民
館

下
長
磯
町
公
民
館

女
屋
町
公
民
館

小
島
田
町
公
民
館

駒
形
町
会
議
所

個
人
宅

上
増
田
転
作
促
進
研
修
施
設

下
大
島
町
公
民
館

個
人
宅

小
屋
原
町
公
民
館

下
増
田
町
研
修
セ
ン
タ
ー

筑
井
公
民
館

房
丸
町一
菜

益
ー一――
竺
写

益ー―-
＝哭

一

益0七
老

小 東 女 下 上 上 野 天 天 天 町
/II JI I /II 

島 上 長 長 大
〗 盃 本貪原 名田 野 屋 磯 磯 島 中 宅 町 町

新 下 女 女 女 女 k立k 中 宇 JII 女 鈴
〗

舘 牛 武 青 柿 関 関 関 氏
井 田 屋 屋 屋 屋 原 沢 田 嶋 屋 木 野 込 田 木 沼 口 口 口
峯 栄 幸 保 昌 通

/II 七
勇 真 博 き 忠

ィ
、
9

丁一 吉 義 雄 男 平 号- 江 衛 孝 明 靡 悦 清 人 清 康 よ 四 男 名

小 小 東 東 女 女 下
i 

上 上 上 上 野 野 天 天 天 天 天 天 天
島 島 上 上 屋 屋

; 贔 旦
大 大 中 中 JI I /II /I I /II /I I /11 /II 

田 田 野 野 町 町 磯 島 島 町 町

； 盃
大

貪
大

島
大
島 盃旦

町 町 町
突 旦

町 町 町 町 町
芭 ブ 島

六 四 早 写 ノ‘

旦
町 町 町

写
七

町

＝ 
＝ 
町 町

益 ノヘ、 9'、 l l 天 四 空 l 

ブ I l 
/
四
． ‘ ヨ ： 所七 l 六

六 六 六 六 六 六 六 六 六 六 六 六 六 六 六 六 六
早

ョ7 ？ 写 電| ょ | ょ | I | I | I | 上 I 土 ↓ニ |
早 ＝ 写 四 写 = 早

六 七 = ブ 早 六 酉

貴 悶
写 茎 ⇔ ⇔ - ＝ 突 話写 益 六 六 芭 早 ⇔ ノ咋、 ノ-‘ 写 写 ＝

ヨ 六 七 六 六 ノ‘ 七 七 cつ C二） = = 

自 自 自 自 自 自 自

〗
自 備饗Cム 更云 嬰 治 治 治 喜 治

会 会 云ヽ 会 考長 長 長 長 長 長 長 長 長

地
元
協
力
員



下 下 上 小 筑 駒

大 増 増 屋

島 田 田 原 井 形

関 関 細 北 細 矢 斎 藤 斎 永 小

〗口 口 野 爪 野
島 藤 井 藤 井 暮

甲
丞早

安
直 恒 子

イt 恒 昌 万 米 利

嘉 富次 昭 太 良＂ 雄 男 代 雄 雄

下 下 下 下 上 上 小 小 靡 筑 駒 駒
大 大 増 増 増 増 屋 屋 井 形 形
島 島 田 田 田 田 原 原 町 町 町 町
町 町 町 町 町 町 町 町 七 四 ヨ

四 写
唱六 ブ 写

甲
ヘ 四

六 早 四 益 癸
C二） 写

ブ ヨ
l l 九 l l ノベ、 四

四 l ノ‘

四

六 六 六 六 六 六 六 六 六 六 六 六
六 六 六 六 六 六 六 六 六 六 六 六

| | | | | | | | | | | | 
巨 写 こ二）

旦
四

六 ⇔ 七 三 七 七

冥 七
七 区 ヨ 写 翌 冠 天 四
写 区 C二） 七 ノ‘

自 自 自

会
麿

自

会
麿喜 虞 虞 塁

長 長 長 長 長 長

民
俗
文
化
財
調
査
員

分
担
表

委

員

長

近

藤

義

雄

副
委
員
長

井

田

安

雄

調

査

員

桑

原

稔

今

井

英

雄

浜

田

博
一

井

野

誠
一

岡

野

健

恵

村

真

也

新

保
一

美

池

田

修

菊

池

誠
一

小

暮

正

剛

横

田

雅

博

田

口

智

彦

佐

藤

健

綿

貫

綾

子

石

造

物

地
区
概
観

民

家

石

造

物

年
中
行
事

人
の
一

生

社
会
生
活

民

具

芸

能

民

家

口
承
文
芸

年
中
行
事

衣

食

住

民
俗
知
識

交
通
交
易

人
の
一

生 、

衣

食

住



上 棚 上＾
目小大小朝生島岡町町村吉中村岡町青関中牛篠佐上

倉 町 鳥川
崎屋野屋

町

形 田田田田田沢田田田木口島木崎

町

淵

い由敏 十 時好幸久良規昭 毛園喜一義 巳＝ 矩 野 一

面司夫雄作ーニ繁男彦

郎

雄人茂よ造雄肇

昭
和

八
年

大
正

九
年

明
治
三
六
年

明
治

四
年

六
月
二
四
日

生

二
月
一
日

生

五
月
二
五
日

生

三
月
一
日

生

話
者

大
正

二
年

生

明
治
三
七
年―
一
月

三
日

生

明
治
四
二
年

七
月
一

七
日

生

大
正

八
年―
二
月
一

八
日

生

大
正―
二
年

九
月
二
二
日

生

大
正一
0
年―

一
月
二
三
日

生

大
正―
二
年一
0
月―

一
日

生

昭
和

二
年

五
月

九
日

生

大
正
一

0
年

八
月

一
日

生

大
正

六
年

九
月一
九
日

生

大
正

六
年

七
月

四
日

生

大
正

七
年

三
月
一

九
日

生

大
正

六
年ー

ニ
月
一

日
生

大
正
一
年

八
月
一

三
日

生

明
治
三
八
年

一

覧
表

七
月
一

0
日

生

宮
地

町

井

田

細

野

勝

山

石

倉

睦マ ヒ 琴-
7 

子サ ロ 志

後 下
吉川川中熊大関大塚塚川矢斎閑横阿阿阿朝木

町 佐佐佐倉
原端端沢井橋山橋田田端端藤 室見見美町村

章り ぬ次はか粂俊質藤輝長 ヨ

次つへ雄つね雄春素重雄治ネ

と
り
子

勝

利

伊
三

郎

鶴

弥

長
次

郎明
治
四
四
年―
一

月
一

八
日

生

明
治
四
二
年

生

明
治
三
九
年―
一

月
二
二
日

生

明
治
三
六
年―
一

月
二
0
日

生

大
正

四
年一
0
月
二
九
日

生

明
治
三
八
年―
二
月
二
五
日

生

明
治
四
三
年―
二
月

七
日

生

明
治
四
五
年

三
月
一

九
日

生



西 西 東
岡須田星善飯飯南諸五狩狩南飯南狩諸南諸諸善瀬善細細勝

町 町 町
田田鍋野西島島雲岡代野野雲島雲野岡雲岡岡矢戸 野野山

善 田
福栄吉宮 満た た よ と伊あ義 久 次源義 正
太 か き 佐
郎次 ー 吉 江のの政し み子き定勇夫彰平 一 光

岩剛辰

弘 男男雄

大
正

九
年

大
正

八
年

大
正
一

四
年

昭
和

四
年

生生生生

明
治
三
七
年

八
月
二
0
日

生

大
正

八
年
―

二
月
二
0
日

生

大
正

九
年

二
月
一

五
日

生

大
正

七
年

九
月
一

九
日

生

大
正
一

0
年

五
月
二
六
日

生

大
正

元
年

八
月

一

日
生

昭
和

―
二
年

二
月
一

0
日

生

昭
和

二
年

六
月
ニ
―

日
生

大
正
一

三
年

六
月
二
0
日

生

大
正
一

三
年

五
月
一

0
日

生

明
治
四
二
年

八
月
一

六
日

生

明
治
四
四
年

三
月

三
日

生

大
正

＿
二
年

六
月
一

六
日

生

大
正

八
年
―

二
月
ニ
―

日
生

大
正

七
年

九
月
一

四
日

生

大
正

七
年

二
月

五
日

生

大
正
一

三
年
―
一

月
二
二
日

生

大
正
一

三
年

八
月

九
日

生

山

田

三

幸

（
下
川
涸
地
区）

横
手
町

石

井

な

み

亀
里
町
竜
門

中

村

一

太
郎

井

野

久

雄

小

泉

鍋
太
郎

小

泉

一

雄

田

村

正
太
郎

青

木

清

三

輪

武

男

井

田

充

明

小

泉

幸

作

小

泉

一

郎

三

輪

ち
ゃ
ぅ

井

野

栄

子

嶋

田

志
な
子

亀
里
町
阿
内
宿

矢

島

章

作

井

上

治
次
郎

栗

原

大

吉

加

藤

忠

夫

加

藤

勝

枝

加

藤

ひ

ろ

内

田

卜

ヮ

大
正
一

五
年

明
治
四
0
年

明
治
四
四
年
―

二
月

一

日
生

大
正

九
年

一

月
二
四
日

生

大
正
一

四
年
―
一

月
一

九
日

生

大
正

六
年

生

大
正

三
年
―
一

月

七
日

生

大
正

五
年

一

月
二
七
日

生

大
百
一

三
年

四
月
二
三
日

生

大
正
一
―

年

大
正
一

三
年

大
正
一

五
年

大
正
一

五
年

大
正
一
―

形

明
治
四
四
年

明
治
四

五
年

五
月

五
日

生

一

月
一

六
日

生

八
月
二
六
日

生

五
月
三
一

日
生

九
月
―
一

日
生

五
月
二
四
日

生

三
月
一

九
日

生 生 生



鶴 亀 亀
持猪関関持光主里木定斉清細小高小角持角角石角木里矢井

路 町 阿 町
田町代矢村方田水野鮒田瀬田田田田井田村寺島上

島 家
重 恒邦茂正修常忠信志ア い キ き佳雅 さ

二 づ ち ヨ よ
男夫平郎次水雄吾江キ の子し 一一

田 岡 口

友良荏
代

衛夫志勉次

英

定

か

＜＜

大
正
一
三
年

大
正
一
三
年

大
正
―
二
年

大
正
―
二
年

明
治
四
三
年

大
正

六
年

二
月
二
六
日
生

一

月

四
日
生

三
月

四
日
生

八
月

一

日
生

五
月

二
日
生 生

昭
和

二
年

九
月
二
八
日
生

昭
和

三
年

五
月

五
日
生

明
治
三
九
年

七
月
―
一

日
生

大
正

五
年

五
月
一

五
日
生

明
治
四
四
年
―
二
月
一

0
日
生

大
正

三
年

一

月
三
一

日
生

明
治
四
四
年
一

0
月
―
二
日
生

大
正

四
年
一

0
月
二
五
日
生

大
正

六
年
一

0
月

五
日
生

大
正

九
年

二
月

九
日
生

大
正

三
年
一

0
月

五
日
生

大
正

五
年

二
月
二
五
日
生

大
正

二
年

六
月
一

八
日
生

大
正
一

三
年

七
月

六
日
生

明
治
四
一

年
一

0
月
三
一

日
生

大
正

七
年

四
月

九
日
生

大
正

四
年

一

月

八
日
生

徳 下 新
高井瀬瀬新丸角阿宮宮田久田田田古田堀持持新持持田島岡

町 内 保 町
橋野尾尾井 田町下下村田中村中沢村 田田井田田村村本

政秀文 一 孝

夫司弥雄雄

ふ
み

江

た っ

ま ま

や元正治光正武
二

す郎典夫雄市幸

岩清や伊マ
都サ

男美す子ミ み郎孝

ヤ太 一

大
正
一

五
年
一

0
月

六
日
生

大
正
一

四
年

一

月
一

四
日
生

大
正

八
年

七
月
一

八
日
生

大
正
一

0
年

三
月
二
二
日
生

大
正

九
年

三
月
ニ
―

日
生

明
治
四
二
年

一

月

二
日
生

明
治
四
四
年
一

0
月

三
日
生

大
正
一

四
年

一

月
一

四
日
生

大
正
一

四
年
―
二
月

六
日
生

明
治
四
一

年
一

0
月
二
五
日
生

明
治
四
0
年

九
月

八
日
生

大
正
一

五
年

二
月
二
五
日
生

大
正

四
年
―
二
月

一

日
生

大
正

七
年

四
月
二
六
日
生

明
治
三
六
年

五
月

一

日
生

明
治
四
二
年

四
月
l

一

日
生

明
治
四
二
年

九
月
二
0
日
生

大
正
一

0
年

明
治
三
八
年
―
二
月

八
日
生

明
治
三
六
年

二
月

二
日
生

大
正

九
年
一

0
月一

六
日
生

大
正
一

五
年

八
月

七
日
生

大
正
―
二
年

二
月
―
―

日
生 生



天＾ 房
山柴小山石下新牛松紫武狩関関柳柳川旧清新清清清清新丸

大木 町
田田島瀬水井水水水水井

町地
三治ハ 区義君 み さ

す

彦子正 ノ

口 山山田田触井込井山 田野口

ふ節愛ふ泰敦
＜ 

じ子子の平次斌清男雄人治よ

米重真利 き

大
正

二
年

一

月
二
五
日

生

明
治
四
一

年

三
月
二
五
日

生

明
治
三
五
年

三
月
三
一

日
生

明
治
三
二
年

二
月
二
二
日

生

昭
和

五
年

二
月

五
日
生

昭
和

八
年

一

月
ニ
―

日
生

大
正

六
年

八
月
―

二
日

生

大
正

五
年
―
一

月

八
日

生

大
正
一

四
年
一

0
月

一

日
生

大
正

九
年

四
月

五
日

生

大
正

四
年

二
月

四
日
生

大
正
一

三
年

五
月

一

日
生

大
正
一

四
年
―
一

月
一

五
日

生

昭
和

五
年
―
一

月

一

日
生

大
正
一
―

年

八
月
二

三
日

生

大
正

九
年

二
月

三
日
生

と
よ
の

す

み

う
し

の

照

子

下 上 上 野
小生小中長木川長湯石女石湯湯大成深深宮清今松志成中牛

磯 磯 島 田
町

出形山沢町村島町沢田屋田沢沢町田谷谷沢水井川津 込
徳

由ヤ ー 正幸喜
工 代 太

ケ子 コ 也三子治意郎

大
正
―
一

年

八
月
一

七
日

生

明
治
四
0
年

三
月
一

八
日

生

明
治
三
三
年

三
月
二

八
日

生
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